
◎
政
治
資
金
規
正
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
　
新
旧
対
照
表

Ｏ
政
治
資
金
規
正
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）

（会
社
等
の
『
嗣
圏
剰
矧
剃
州
）

第
二
十

一
条
　
人奮
社
、
労
働
組
合

（労
働
組
合
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七

十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
労
働
組
合
を
い
う
。
劇
司
同
じ
。
）
（
職
員
団
体

（国
家
公
務
員
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
人
条
の
二
又

は
地
方
公
務
員
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
）
第
五
十
二
条

に
規
定
す
る
職
員
団
体
を
い
う
。
別
刊
同
じ
。
）
そ
の
他
の
団
体
は
、
政
治
活

２

　

（略
）

３
　
何
人
も
、
会
社
、
労
働
組
合
、
職
員
団
体
そ
の
他
の
団
体

（政
治
団
体
を
除

く
。
）
に
対
し
て
、
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
す
る
こ
と
を
勧
誘
し
又
は
要

求
し
て
は
な
ら
な
い
。

41

伸

ガ

も

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（会
社
等
の
部
爛
凋
幕‐‐‐
耐
９

第
二
十

一
条
　
△本
社
、
労
働
組
合

（労
働
組
合
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七

十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
労
働
組
合
を
い
う
。
鋼
ヨ
濶
鋼

び
に
第
二
十

一
条

の
三
第

一
壊

及

び
第

二
項

に

驚

い
て

同
じ
。
）
、
職
員
団
体

（国
家
公
務

員
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
人
条
の
二
又
は
地
方
公
務

員
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る

動
に
関
す
る
寄
附
又
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価

の
支
払
を
し
て
は

な

職
員
団
体
を
い
う
。
雰

一
呼

劃

毛

ら
な
ヤ`

資

金

オ
ー

Ｃ

大

徊

Ｃ

鼓

Ｖ

を

サ

る

こ

と

な
ら
な
い

′
７
工
牛
　
　
ド
ヌ
施
樫
Й
刷
′
Ｅ
　
　
耐
呼
崖
Ｆ

［
四
月
И

フ
К

方壁

川
型

が笠

日
理
月
Ｍ

テ

ィ

ー

斉

ｔ

Ц

　

鬱

璃

を

匂

諄

Ｌ

ヌ

個

要

球

し

て

旧

上

の
市

町
村

（
特

別

区
を
含

む
ｃ
）

の
区
域

（
地
方

自

治

法

（
昭
在

二
十

三
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
五
十

二
条

の
十
九
第

一
項

の
指
定
都
市

に
あ

分ッ

＜

佐

　

マ

σ

腫

か

佐

鶏

ぞ

腫

α

厘

も

ヽ

５

旋

４

串

遅

着

辺

身

↓

一
劣

イこ‐
潤
州
刊
同
じ
。）
そ
の
他
の
団
体
は
Ｈ
引
剰
劇
ゴ
朔
潤
勾
劉
到
周
囲
州
の‐
『

に

対

し

て

は
、

政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

前
項
の
規
定
は
、
政
治
団
体
が
す
る
寄
附
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

何
人
も
、
会
社
、
労
働
組
合
、
職
員
団
体
そ
の
他
の
団
体

（政
治
団
体
を
除

く
。
）
に
射
し
て
、
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附

（政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
に

対
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
す
る
こ
と
を
勧
誘
し
、
又
は
要
求
し
て
は
な
ら
な

41

雰

一
呼

ガ

屯

自

呼

寿

梵

の

の

運

用

23
い

身

一
十

一
穿

Ｃ

一
一穿

一
呼

雰

Ｃ

併

三

馨

ア
．
Ｖ

＜

掟

　

り

銭

σ

テ

菩

Ц

　

一
ワ

■

笙

尺

改
　
正
　
案

現

　

　

　

行



（寄
附
の
総
額

の
制
限
）

第
二
十

一
条
の
三
　
個
人
の
す
る
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
は
、
各
年
中
に
お

い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
劇
周
コ
釧
螂
コ
超

え

る
こ
と
が

で
き
な

い
。

政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
に
対
し
て
す
る
寄
附

劉

引

劇

∃

二十一|

す

る
邁

拳

区

分
区

期

を

単

位

と

し

て

談

け

支

都

以

外

の
も

の

は

、

政

ら

漁

る

引

銀

朔

刻

恩

司

卿

知

り

割

姻

剰

呵

訊

週

剛

日

劉

¶

引

（寄
附
の
総
額
の
制
限
）

第
二
十

一
条
の
二
　
政
党
及
び
政
治
資
金
団
州
１こ―
剥
ョ
刊
劇
羽
剰
政
治
活
動
に

関
す
る
寄
附
は
、
各
年
中
に
お
い
て
、
次
の
劉
引
の‐
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
|

個
人

の
す

る
寄
附

ヨ

引

劇

工
|

会

社

の
す

る
寄

附

次

の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
会
社

の
資
本
金

の
額

又
は
出
資

の
金

額

の
区
分

に
応

じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
橋

に
掲
げ

る
線

十
億
円
未
満

十
億
円
以
上
五
十
億

劇
瀾
刑

引
狙
日
研
コ

七
百
五
十
万
円

千

五
百
万
円

到
刊
珂
劇

ヨ

劇瓢
刷
召
翼
錮
智
副
州

ｑ
コ
鞘
耐

州
矧
厠
コ
欄
日
日
嶽
剰
卿
製
凩
制

ｄ
昌
湖
趨
轡
副
州
剣
珂
圏
到
剣
咽
咽

お
い
て

「組
合
員
等
」
と

い
う
。
）
の
数

の

区

分

に
応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の
下

欄

に

周

硼

利

樹

刊
「
御
コ

到
刊
珂
円



（削
る
）

司
「
剣
剥

劉

¶

例

引

引

剣

未
満

七
百
五
十
万
円

千
五
百
万
円

四十

前
二
号

の
団
体
以
外

の
団
　
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
団
体

の
前
年
に

体

（政
治
団
体
を
除
く
ｃ
）

お
け

る
年

間

の
経

費

の
繰

の
区

分

に
応

じ
、

劉

劉

劇

里

ａ

翻

倒

剰

囲

劉

の
す
る
寄
附

二
千
万
円
未
満

二
千
万
円
以
上
六
千

万
円
未
満

六
千

万

円

必
上

ヨ
ヨ
∃
引
司

千
五
百
万
円

劉

引

劇

21

資
本
金

の
額
者

し
く
は
出
資

の
金
繰
が

百
信

円
ツ
上

会

社

、

細

台

興

等

の

創
零

¶

∃

¶

筑

引

劉

胤

翻

ｑ

矧
剰

爛

♂

副

錮

湖

調

句

劉

胡

る
年
間

の
経
費

の
額
が
人
千
万
円
以
上

の
前
項
第
四
号

の
団
体

に

ッ́
い
て

は
、
同
項
第

二
号

か
ら
第

四
号
ま

で
に
掲
げ

る
額
は
、
三
千

万
円
に
、
そ
れ
そ

剃
鼎
劉
剣
錮
∃
¶
圏
圏
研
剣
劉
到
週
ロ
コ
判
刻
劉
釧
判
濶

円
ご
と
、
組
合
員
等

の
数

が
十

万
人
を
超
え

る
教

五

万
人
ご
と
、

ヌ
憾
前
年

呵
翻
嶽
鋼
翻
劉
矧
到
蠅
剣
鉛
珂
田
劉
翔
引
錮
翻
調
コ
駅
コ
潤

五
百
万
円

（
そ

の
合
計
額

が
三
千

万
円
に
達

し
た
後

に
お

い
て
は
、
三
百
万

円
）
を
加
算

し
た
金
額

（
そ

の
加
算

す

る
金
額

の
合
計
額
が
七
千

万
円
を
起

え

る
場
合

に

は
、
七

千

万
円
を

加

算

し
た

金
額

）
と

し

て
、
同
項

の
期
定

を
通

劇

Л

莉

尉



（削
る
）

前
項
の
規
定
は
、
特
定
寄
附
及
び
遺
贈
に
よ

つ
て
す
る
寄
附
に

つ
い
て
は
、

政
治
団
体

の
す
る
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
は
、
各
年
中
に
お
い
て
、
千

万
円

を

通

え

る

こ
と

が

で
き
な

い
ｃ

41

証

豪

ｃ
頬

定

遣

用

ッ́
い
て

は
、

政

治

団
体

の
支

部

で
次

に
掲

げ

る

も

の

の
以
外

の
も

の
は
、

そ
れ
ぞ
れ

一
の
政
治
団
体
と
み
な
す
。

31  21

れ
る
区
域
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
代
表
者
が
公
職
の
候

補
者
で
あ
る
も
の

二十

者

撻

斥

労

夢

佐

帯

肘

本

′
窄

月I

匹

を
橙

と

　

ウ

下

α

手
】

求

ヤ

て

Ｆ

じ
。
）
の
区
域

（地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
五
十
二
条

の
十
九
第

一
項

の
指
定
都
市
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
区
又
は
総

合
区
の
区
域
て
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
、

か

つ
、
当
該
政
治
団
体
が
都
道
府
県
又
は
市
町
村

の
区
域
ご
と
に
指
定
す

る

一
の
も

の

51

第
二
項
の
規
定
は
、
二
以
上

の
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

（第
十
九
条

の

七
第

一
項
に
規
定
す
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
を
い
い
、
同
項
第
二
号
１こ―

係

る
国
会
議
員
関
係
政
治

団

体
を
隣

く
く
〃

下

こ

の
項

に

お

い
て
同

じ
て
）

で

適
用
し
な
ヤヽ

一
|

公
聘
選
挙
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
選
挙
区
の
区
域
又
は
選
挙

の
行
わ

３‐

ｈｉ鼎
∩
呵
引
圏
矧
罰
可
引
引
剣
耐
濁
咽
靱
賀
溺
剰
『
郷
劇
捌
州

の
者
に
対
し
て
さ
れ
る
も
の
は
、
各
年
中
に
お
い
て
、
千
万
円
を
超
え
る
こ

と

が

で
き
な

い
。

第

一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
特
定
寄
附
及
び
遺
贈
に
よ

つ
て
す
る
寄
附

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（新
設
）

（新
設
）

引

姻到
珂
剰
ヨ
日
飼
剰
コ
謬
剰
ｄ
矧
翻
翻
剣
劇
濶
目
ゴ
磐
翻
ヨ

号

に

赫

定

す

る
維

俗

鐸

等

Ｃ
藝

及

０

鷹

呼

鎌

親

定

す

年

贋

経

費

号

る

の

回

岡

割

劉

冽

国

∃

ａ

∃

周

邁

倒

掴

創

例

到

∃

諷

可

胡

「

41

四



あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
に
係
る
公
職
の
候
補
者

（同

日

到

到

鰯

矧

呵

翻

到

剛

翻

コ

剛

凋

咽

∃

剰

劉

瓜

瑚

紹

柵

者
又
は
同
項
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
が
第
六
条
第

一
項
若

し
く
は
第
七
条
第

一
項

の
規
定

に
よ
り
届
け
出
た
同
号

の
公
職

の
候
補
者
を

い
】９
。
）
が
同

一
の
者

で
あ
る
も
の
の
間
に
お
け
る
寄
附
に

つ
い
て
は
、
適
用

し
な

い
。

（同

一
の
者
に
対
す
る
寄
附
の
制
限
）

第
二
十
二
条

　

（削
る
）

（略
）

２‐

　

（略
）

（本
人
の
名
義
以
外
の
名
義
等
に
よ
る
寄
附
等

の
制
限
）

第
二
十
二
条

の
六
　
何
人
も
、
本
人
の
名
義
以
外
の
名
義
又
は
匿
名
で
、
政
治

活
動
に
関
す
る
寄
附
又
は
政
治
資
金

パ
ー

テ

ィ
ー

の
対
価

の
支

払
を

し
て
は

2

（略
）

3

何
人
も
、
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
さ
れ
る
寄
附
ヌ
は
政

治

資

金

パ

ー

「
ｒ‐
―‐
の
対
価
の
支
払
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い

で
定

め

る

（同

一
の
者
に
対
す
る
寄
附
の
制
限
）

第
二
十
二
条

朔
刻
劇
び
副
園
遇
愚
葡
剤
冊
矧
賀
矧
劉
矧
剛
咽
矧
「
割
Щ
刊
測
到

に
関
す
る
寄
附
は
、
各
年
中
に
お
い
て
、
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外

の

同

一
の
政
治
団
体
に
対
し
て
は
、
五
千
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

い

（同
上
）

（
同
上
）

第
二
十
二
条
の
六
　
何
人
も
、
本
人
の
名
義
以
外
の
名
義
又
は
匿
名
で
、
政
治

活
動
に
関
す
る
寄
附
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

2

（同
上
）

何
人
も
、
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
さ
れ
る
寄
附
を
受
け
て
は
な
ら
な

3 3121
い

五



４

・

５（政
治
資
金
団
体
に
係
る
寄
附
の
方
法
の
制
限
）

第
二
十
二
条

？

ハ
の
二

　

（略
）

全
屋
用
関
係

の
不
当
利
用
等
に
よ
る
寄
附
等

の
制
限
）

劉

ヨ

∃

鋼

ｑ

郷

ヨ

会
社
、
労
働
組
合
、
職
員
団
体
そ
の
他

の
団
体
は
、
そ

の
役
職
員
ヌ
は
構
戚
員
に
対
し
、
雇
用
そ
の
他

の
関
係
を
不
当
に
利
用
し
て
、

又
は
政
治
団
体

の
会
費

の
額
に
相
当
す
る
額

の
金
銭
を
支
払
う
こ
と
を
約
束

し
て
、
政
治
団
体

の
構
成
員
と
な
る
こ
と
を
勧
誘
し
、
か

つ
、
当
該
政
治
団
体

を
し
て
、
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
又
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価

の

支

都

を

さ

せ

て
は
な

ら

な

い
ｃ

（寄
附
の
あ

つ
せ
ん
等
に
関
す
る
制
限
）

第
二
十
二
条
の
七
　
何
人
も
、
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
に
係
る
寄
附
の
あ

つ

せ
ん
又
は
政
治
資
金
パ
Ｈ
月
刊
日

の‐
割
耐
州
召
謝
剰
留
例
¶
刊
利
を
す
る
場
合

に
お
い
て
、
相
手
方
に
対
し
業
務
、
雇
用
そ
の
他
の
関
係
又
は
組
織
の
影
響

力
を
利
用
し
て
威
迫
す
る
等
不
当
に
そ
の
意
思
を
拘
束
す
る
よ
う
な
方
法

で
、
当
該
寄
附
の
あ

つ
せ
ん
又
は
当
該
対
価
の
支
払
の
あ

つ
せ
ん
に
係
る
行

為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

2

政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
に
係
る
寄
附
の
あ

つ
せ
ん
又
は
政
治
資
金
パ
ド

（略
）

４

・
５

　

（同
上
）

（政
治
資
金
団
体
に
係
る
寄
附
の
方
法
の
制
限
）

第
二
十
二
条
の
六
の
二

　

（同
上
）

（新
設
）

（割
問

の‐
羽

つ‐
司
期
に
関
す
る
制
限
）

第
二
十
二
条
の
七
　
何
人
も
、
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
に
係
る
寄
附
の
あ

つ

せ
ん
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
相
手
方
に
対
し
業
務
、
一雁
用
そ
の
他
の
関
係

又
は
組
織
の
影
響
力
を
利
用
し
て
威
迫
す
る
等
不
当
に
そ
の
意
思
を
拘
束
す

る
よ
う
な
方
法
で
、
当
該
寄
附
の
あ

つ
せ
ん
に
係
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

2

政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
に
係
る
寄
附
の
あ

つ
せ
ん
を
す
る
者
は
、
い
か

ハ



テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
の
あ
つ
せ
ん
を
す
る
者
は
、
い
か
な
る
方
法
を
も
つ

て
す
る
を
問
わ
ず
、
寄
附
刻
イま‐
対
側
の‐
刺
劉
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
意
思
に

反
し
て
、
そ
の
者
の
賃
金
、
五
貸
、
下
請
代
金
そ
の
他
性
質
上
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
か
ら
の
控
除
に
よ
る
方
法
で
、
当
該
寄
附
又
は
当
該

対
価

と
し
て
支

払
わ
れ
る
金
銭
等
を
集
め
て
は
な
ら
な
い
。

（政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
に
関
す
る
制
限
）

第
二
十
二
条

の
人

　

（略
）

２

ｏ
３

　

（略
）

（削
る
）

な
る
方
法
を
も

つ
て
す
る
を
問
わ
ず
、
寄
附
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
意
思
に

反
し
て
、
そ
の
者
の
賃
金
、
工
賃
、
下
請
代
金
そ
の
他
性
質
上
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
か
ら
の
控
除
に
よ
る
方
法
で
、
当
該
寄
附
を
集
め
て
は
な
ら
な
い
。

（政
治
資
金
パ
ー
テ
イ
ー
の
対
価
の
支
払
に
関
す
る
制
限
）

第
二
十
二
条
の
人

　

（同
上
）

２

・
３

　

（同
上
）

Я

一
引

一
瑣

♂

ノ

タ

一

可

あ

て

劣

一
菊

立

て

甫

劣

♂

月

痴

ｈ

　

憂

詣

整

金
パ
ー

テ
ィ
ー

の
対
価

の
支

林

に

つ
い
て
準
用
す
る
ｃ
こ
の
場
合

に
お

い
て
、

41

一
劣

σ

ガ

舅

一

巧

呵

一
ワ

浮

湘

菫

身

一
↓

る

」

と

条
第

二
項
中

一寄
附
」
と
あ

る

の
は

一
政
治
資
金
バ
ー
テ

ィ
ー

の
対
価

の
文

払
」
と
、
単削
条
第

一
項
中

一政
治
活
載

に
関
す
る
寄
附

に
孫
る
寄
附

の
あ

ン々
せ

ん
」
と
あ
る

の
は

一
政
治
資
金

パ
ー
テ

ィ
ー

の
対
価

の
文
必

の
あ

ン́
せ
ん
」

と
、
一
当
該
寄
附

の
あ

つ
せ
ん
」
と
あ

る

の
は

一
当
該

対
価

の
支
必

の
あ

ン́
せ

ん
」
と
、
同
条
第
二
項
中

一政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
に
係
る
寄
附
の
あ

つ
せ

ん
」

と

あ

る

の
は

一
政

治

資

金

パ

ー

テ

ィ
ー

の
対
組

の
文

都

の
あ

ッ́
せ

ん
」

と
、
一
、
寄
附
」
と
あ

る
の
は

一
、
対
価

の
支
払
」
と
、
一
当
該
寄
附
」
と
あ
る

の
は

一
当
該

対
価
と
し
て
支
柩
わ
れ

る
金
銭
等
」
と
誠

み
替
え

る
も

の
と
す

玄

０

。

騨

嘲

塁
“
昭
田

あ

と

Ｆ

渉

り

七



４
　
第
二
項
に
規
定
す
る
告
知
に
係
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
文
言
に

つ
い
て

は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
。

５
　
第
二
項
に
規
定
す
る
告
知
に
係
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
文
言
に

つ
い
て

は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
。

ノ(


